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発表内容  感染症発生動向調査のインフルエンザ定点あたり患者数は 2010 年

第 50 週に 2.06 人となったが、この週に発生した集団事例に起因してい

たと考えられる。第 51 週には 0.87 人に下がり、第 52 週には 1.91 人と

なり流行期に入ったと考えられた。2011年 第 3週には22.18人となり、

注意報が発令され、第4週に29.66人となりシーズンのピークとなった。

インフルエンザ様疾患集団発生件数は2011年 第8週までに123件で

あった。これは、インフルエンザ定点あたりの患者数の増減と同じよう

な傾向をとり、2011 年 第 4 週にピークがあった。 

 病原体検出は 2010/2011 シーズンに入り、2011 年 2 月 25 日までに

AH1pdm が 43 件、香港型が 19 件、B 型（Victoria 系）が 2 件検出され

た 。 AH1pdm 43 件 の う ち 36 件 が 分 離 陽 性 で あ っ た 。 抗

A/California/7/2009 (ホモ価：2560) に対する HI 価は、320 が 1 株、

640 が 5 株、1280 が 2 株であった。28 株は HA 価が 4 未満のため HI 試

験を実施できなかった。AH3 19 件のうち 17 件が分離陽性であった。抗

A/Victoria/210/2009(ホモ価:640)に対する HI 価は 320 が 4 株、640 が

9 株、1280 が 2 株であった。B (Vic) 2 件は分離陽性であった。抗

B/Brisbane/60/2008(ホモ価：320)に対する HI 価は 320 が 1 株、640 が

1 株であった。  

 AH1pdm 分離株 29 株についてオセルタミビル耐性株の検出を行った

ところ、薬剤耐性マーカーは検出されなかった 

 


